
鹿苑のあり方等の検討スケジュール（実施結果）  令和8(2026)年3月26日時点

鹿苑の特別柵のあり方と飼育環境の改善策の検討

具体的な検討課題への対策の検討 収容頭数の検討

収容頭数の縮小方法検討 →鹿苑のあり方計画への反映

愛護会職員の体制充実

愛護会職員職務の優先順位整理 →計画運用上の課題に基づく負荷軽減方法の検討

鹿苑の改修計画の見直し

「鹿苑のあり方計画」の改訂 →運用上の課題抽出 →改訂案検討

緩衝地区（C地区）における農作物被害防止対策の検討

農業被害対策の検討 防鹿柵の設置方針の検討

モニタリング計画の検討

川上町における侵入防止対策 住民主体の対策機運醸成 →昨年度調査検討結果の共有、現地確認

既存防鹿柵の補修  ※R8以降

防鹿柵の追加設置  ※R7～8

第7回 第8回 第9回 第10回

全体構想WGと合同 保護計画WGと同日 管理計画WGと同日

第2回

ワークショップ形式

第19回 第20回

鹿苑のあり方等検討WGと同日

第15回奈良のシカ保護管理計画検討委員会

会議体見直し

奈良のシカ獣医学WG 会議体見直し

鹿苑のあり方等検討部会 会議体見直し

管理計画検討WG

鹿苑のあり方等検討WG

動物福祉を担保可能な収容頭数を検討

検討項目
令和7（2025）年 令和8（2026）年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

原則一時収容

一時収容に関する基準(案)

1月 2月 3月

鹿苑のあり方計画（令和7年3月版）の

試験運用

鹿苑のあり方計画（令和8年3月版）

群管理、野生動物医学、野生シカ管理の

知識を持つ専門獣医師が必要

鹿苑のあり方計画（令和7年3月版）に

基づく現業務の優先順位見直し

現状に合わせ、鹿苑のあり方に

合致する改修計画に修正

鹿苑のあり方

計画（令和8年

3月版）

資料５－１

C地区に

おける

被害対策

C地区由来の

収容頭数

削減対策
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